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山崎庸佑教授



山
崎
庸
佑
教
授

略
年
譜

昭
和
九
年
一
一
月
九
日
高
知
県
香
美
郡
野
市
町
西
野
六
八
四
番
地
に
生
れ
る

本
籍
福
岡
県
福
岡
市
東
区
和
白
丘
四
丁
目
二
五
番

現
住
所
福
岡
県
福
岡
市
東
区
和
白
丘
四
丁
目
二
五
番
の
三

学

歴

昭
和
三
三
年
三
月
二
八
日

昭
和
三
三
年
四
月
一
日

昭
和
三
五
年
三
月
二
九
日

昭
和
三
五
年
四
月
一
日

昭
和
三
八
年
三
月
三
一
日

職

歴

昭
和
三
八
年
四
月
一

昭
和
四
二
年
四
月
一

昭
和
四
二
年
六
月
一

昭
和
四
三
年
四
月

東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
哲
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

向
上
修
了

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
哲
学
専
攻
博
士
課
程
に
進
学

所
定
の
単
位
を
修
得
の
上
、
向
上
を
退
学

日

東
京
大
学
文
学
部
助
手

山
形
大
学
文
理
学
部
助
教
授

山
形
大
学
教
養
部
助
教
授

昭
和
四
六
年
三
月
一
三
日
ま
で
同
文
理
学
部
助
教
授
を
併
任

山
形
大
学
人
文
学
部
助
教
授
を
昭
和
四
九
年
三
月
三
二
日
ま
で
併
任

日日日



昭
和
四
九
年
四
月
一

昭
和
五
七
年
四
月
一

昭
和
五
八
年
四
月
一

昭
和
五
九
年
三
月
三
一
日

平
成
一

O
年
三
月
三
二
日

平
成
一

0
年

四

月

一

日

平
成
一

O
年
四
月
二
四
日

学

位

昭
和
五
六
年
一

O
月
一
五
日

賞

昭
和
五
三
年
一
一
月
二
日 日

九
州
大
学
文
学
部
助
教
授
、
大
学
院
文
学
研
究
科
担
当

九
州
大
学
文
学
部
教
授
、
大
学
院
文
学
研
究
科
指
導
教
官

昭
和
五
九
年
三
月
一
三
日
ま
で
学
生
部
参
与

昭
和
六
O
年
一
月
二
八
日
ま
で
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
、
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
に
渡
航

（
文
部
省
在
外
研
究
員
）

定
年
に
よ
り
九
州
大
学
教
授
を
退
官

日
本
大
学
文
理
学
部
教
授

九
州
大
学
名
誉
教
授

日日

文
学
博
士
（
九
州
大
学
）

哲
学
奨
励
山
崎
賞
受
賞



学
界
な
ら
び
に
社
会
に
お
け
る
活
動

昭
和
四
九
年
四
月
一

日
よ
り
平
成
一

O
年
三
月
三
一
日

昭
和
五
一
年
一
二
月
一

昭
和
五
八
年
五
月
一

昭
和
六
三
年
五
月
一

平
成
二
年
五
月
一

日
よ
り
現
在
ま
で

日
よ
り
現
在
ま
で

日
よ
り
平
成
元
年
四
月
三
一
日

平
成
五
年
一

日
よ
り
平
成
七
年
四
月
三
一
日

月
二
一
日
よ
り
平
成
六
年
一
月
二
日

月
三
一
日
よ
り
現
在
ま
で

平
成
五
年
一

平
成
五
年
四
月
一
日
よ
り
平
成
七
年
三
月
一
日

平
成
八
年
一
二
月
七
日
よ
り
平
成
一

O
年
一
二
月
五
日

平
成
一
一
年
四
月
一
日
よ
り

－

著

書

2 

ニ
l
チ
ェ
と
現
代
の
哲
学

現
象
学
の
展
開

ニ
l
チ
ェ
（
人
類
の
知
的
遺
産
五
四
）

現
象
学
と
歴
史
の
基
礎
論

生
き
る
根
拠
の
哲
学
（
レ
グ
ル
ス
文
庫
二
ニ
五
）

3 4 5 

九
州
大
学
哲
学
会
委
員
お
よ
び
編
集
委
員

西
日
本
哲
学
会
委
員

日
本
現
象
学
会
委
員
、
そ
の
間
二
年
に
わ
た
り
編
集
委
員
を
兼
ね
る

日
本
哲
学
会
編
集
委
員

日
本
哲
学
会
委
員

学
術
審
議
会
専
門
委
員
（
科
学
研
究
費
分
科
会
）

日
本
シ
ョ

l
ペ
ン
ハ
ウ
ア

l
協
会
委
員

日
本
学
術
振
興
会
、
特
別
研
究
員
等
審
査
会
委
員

西
日
本
哲
学
会
委
員
長

日
本
シ
ョ

l
ペ
ン
ハ
ウ
ア

l
協
会
会
長

理
想
社

新
曜
社

講
談
社

新
曜
社

第
三
文
明
社

昭
和
四
五
年
七
月
三

O
日

昭
和
四
九
年
二
月
一

O
日

昭
和
五
三
年
六
月
二

O
日

昭
和
五
五
年
六
月
五
日

昭
和
五
六
年
六
月
一

O
日

単単単単単



6 

超
越
論
哲
学

ニ
l
チ
ェ
（
講
談
社
学
術
文
庫
二
二

O）

自
己
の
研
究

7 8 

E

編
著
書

現
象
学
か
ら
歴
史
哲
学
へ

カ
ン
ト
超
越
論
哲
学
の
再
検
討

2 

皿
学
術
論
文

－
現
象
学
と
サ
ル
ト
ル
哲
学

2 

－一l
チ
ェ
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
l

過
去
の
救
済

快
癒
の
弁
証
法

実
存
哲
学

認
識
と
懐
疑

実
存
哲
学
と
「
認
識
」
の
問
題

悲
劇
的
な
も
の

言
語
行
動
の
現
象
学

意
志
・
生
命
・
実
存

3 4 5 6 7 8 9 10 

新
曜
社

講
談
社

北
樹
出
版

平
成
元
年
一
一
月
三
十
日

平
成
八
年
一
月
一

O
日

平
成
一

O
年
四
月
一

O
日

河
出
書
房
新
社
昭
和
五
六
年
五
月
二
五
日

北

樹

出

版

昭

和

六

二

年

三

月

五

日

東
大
哲
学
会
『
哲
学
雑
誌
』

哲
学
雑
誌

理
想

駒
沢
大
文
学
部
紀
要

高
文
社
刊
『
哲
学
』

日
本
哲
学
会
『
哲
学
』

哲
学
雑
誌

理
想

実
存
主
義

学
文
社
刊
『
現
代
の
哲
学
』

昭
三
六
年
九
月
三
O
日

昭
三
八
年
一

O
月
二
五
日

昭
三
九
年
七
月
一
日

昭
四
O
年
三
月
一
五
日

昭
四
O
年
一
二
月
二
O
日

昭
四
一
年
三
月
三
一
日

昭
四
二
年
一

O
月
三
O
日

昭
四
三
年
五
月
一
日

昭
四
四
年
一
二
月
二
O
日

昭
四
五
年
一

O
月
三
一
日

単単単単単単単単単 単 単 単 単



11 

世
界
と
人
間

12 

近
代
的
知
性
の
崩
壊

13 

他
我
の
問
題

凶
近
代
人
の
美
意
識

15 

不
安
と
孤
独

6

戦
後
の
わ
が
国
に
お
け
る
ニ

l
チ
ェ

1

研
究
に
関
す
る
批
判
的
展
望

げ
身
心
問
題

18 

歴
史
哲
学
序
説

四
体
系
小
考

20 

ニ
I
チ
ェ
と
現
象
学

21 

現
象
学
の
発
展

2

へ
l
ゲ
ル
に
お
け
る
歴
史
的
・
精
神

2

的
世
界
の
成
立

哲
学
雑
誌

新
曜
社
刊
『
知
性
の
歴
史
』

山
形
大
学
紀
要

学
文
社
刊
『
美
の
哲
学
』

学
文
社
刊
『
哲
学
の
道
』

実
存
主
義

九
州
大
学
哲
学
会

『
哲
学
論
文
集
』

九
州
大
学
文
学
部

『
哲
学
年
報
』

哲
学
雑
誌

青
土
社
刊
『
現
代
思
想
』

現
代
思
想

哲
学
論
文
集

へ
l
ゲ
ル
歴
史
哲
学
に
か
ん
す
る
若

2

干

の

コ

メ

ン

ト

現

代

思

想

M

実
存
哲
学

25 

現
代
の
歴
史
理
論
と
ニ

l
チ
ェ
再
論

河
出
書
房
新
社
刊

『
哲
学
大
系
』

理
想

昭
四
六
年
一

O
月
三

O
日

昭
四
七
年
一
月
二

O
日

昭
四
八
年
一
月
二

O
臼

昭
四
八
年
四
月
一

O
日

昭
四
八
年
五
月
一
日

昭
四
八
年
六
月
二

O
日

昭
四
九
年
九
月
二
一
日

昭
五

O
年
三
月
三
一
日

昭
五
O
年一

O
月
三
O
日

昭
五
一
年
一
一
月
一
日

昭
五
一
年
一
二
月
一
日

昭
五
三
年
九
月
二

O
日

昭
五
三
年
一

O
月
二
五
日

昭
五
四
年
六
月
二
五
日

昭
五
四
年
一

O
月
一
日

単単単単単単単単単単単単単単単



26 

歴
史
意
識
と
歴
史
解
釈
の
歴
史
性

27 

人
間
存
在
の
社
会
性

超
越
論
的
対
象
と
物
自
体
（
l

）

超
越
論
的
対
象
と
物
自
体
（
2

）

経
験
の
分
析
と
哲
学

28 29 30 31 

近
代
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
意
味
す
る
も
の

32 

歴
史
的
行
為
の
分
析

美
的
経
験
と
理
念

33 出

遊

び

35 

対
他
的
・
実
践
的
経
験
と
本
源
的
共

同
存
在

本
源
的
共
同
存
在
と
日
常
性
批
判

36 

哲
学
年
報

弘
文
堂
刊
『
講
座
現
象
学
二
』

哲
学
年
報

哲
学
論
文
集

哲
学
年
報

九
大
出
版
会
刊

『
生
き
が
い
の
探
求
』

勤
草
書
房
刊
『
行
為
の
構
造
』

哲
学
年
報

「
新
」
岩
波
講
座
『
哲
学
』

哲
学
年
報

哲
学
年
報

37 

d
〈

o
－50
ユN
O
E
ロロ門田

m
o
m
g印
包
巴

m
g
〉
ロ

OHWOロロ
g

（

E
M
E
O
B
O
E

ロ
o
－omto
仏
内
将
司

E
M
2
F
S
U
E
－om
N
t司
2nyoロ
』
白
目
）
何
回
ロ
ロ
ロ
門
目
安
当

巧
g
H
g－
日
内

OEm町
田
町
山

5
3
h
r
z
g
s
g
p
E
S）

犯
死
と
自
己

39 

自
己
と
時
間

40 

ωo
－σ印
同
ロ
ロ
仏

N
O芹

41 

超
越
論
哲
学
と
自
己
の
問
題

理
想

日
本
現
象
学
会『

現
象
学
年
報
』

哲
学
論
文
集

哲
学
年
報

昭
五
五
年
三
月
三
一
日

昭
五
五
年
七
月
一

O
日

昭
五
七
年
三
月
三
一
日

昭
五
七
年
九
月
二
O
日

昭
五
八
年
一
月
一
三
日

昭
五
八
年
四
月
二
O
日

間
五
八
年
四
月
三
O
日

昭
五
九
年
二
月
一
五
日

昭
六
一
年
一
月
一

O
日

昭
六
一
年
二
月
二
八
日

昭
六
二
年
二
月
二
八
日

平
元
年
三
月
三
一
日

平
二
年
三
月
三
一
日

平
二
年
九
月
三
O
日

平
三
年
三
月
三
O
日

単単単単単単単単単単単ー
西
ド
イ
ツ
の
出
版
社

当
に
よ
る
独
文
の
論
文

単単単単



42 

観
念
論
論
駁

官
民
自
己
目
目
。
（
』
右
8
2
0
ω
足
巧
g
Z
E
H
M
2
8
0
E
g
o
－omq－

同

Z
者
向
〉
の
印
門

HOE－の
HVZE目

的
『

MOB－
E
S）

改

稿

・

死

と

自

己

哲

学

年

報

他

な

る

内

面

性

と

無

哲

学

年

報

自

己

の

存

在

哲

学

年

報

哲
学
書
房
刊

「
シ
ョ

l
ベ
ン
ハ
ウ
ア
l
研
究
』
二

哲
学
年
報

43 44 45 46 47 

物
自
体
と
自
由
意
志

48 

自
然
と
作
為

創
文
社
刊

『
自
然
法
と
宗
教
I
』

叫
形
相
と
顔

日
本
大
学
哲
学
会

『
精
神
科
学
』

N 

学
会
発
表
（
口
頭
発
表
）

意
志
の
困
却
と
そ
の
超
克

弁
証
法
の
冒
険

身
心
結
合
の
問
題

歴
史
の
土
壌

超
越
論
的
対
象
と
物
自
体

歴
史
と
現
象
学

東
大
哲
尚
子
会

東
大
哲
学
会

東
大
哲
学
会

西
日
本
哲
学
会

東
大
哲
学
会

日
本
現
象
学
会

平
四
年
三
月
三

O
日

平
五
年
三
月
二
五
日

平
六
年
三
一
月
二
五
日

平
七
年
三
月
二

O
日

平
七
年
一
一
月
一
五
日

平一

O
年
一
一
月
一
五
日

平一

O
年
二
月
三

O
日

昭
三
七
年
一
一
月
三
日

昭
四
＝
一
年
一
一
月
二
日

昭
四
七
年
一
一
月
五
日

昭
四
九
年
一
二
月
五
日

昭
五
六
年
一
一
月
七
日

昭
五
八
年
五
月
三
O
日

単単単

オ
ラ
ン
ダ
の
出
版
社

に
よ
る
英
文
の
論
文

単単単単単単単単単単単

た
だ
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
提
題
者
と
し
て
発
表
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